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各 位 

会 社 名 株式会社九州リースサービス 

代表者名 代表取締役社長 礒山 誠二 

（コード番号：8596 東証スタンダード市場、福証） 

問合せ先 常務執行役員総合企画部長 小嶋 良一 

（TEL 092-431-2915） 

 

 

資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について 

 

 

当社は、本日開催の取締役会において、資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について現

状分析・評価を行い、改善に向けた今後の取組み方針についてアップデートいたしましたのでお知らせいた

します。 

 

なお、詳細につきましては、添付資料「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について

（2026 年６月アップデート）」をご覧ください。 

以 上 
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資本コ ス トや 株価 を 意識し た 経 営 の
実現に 向けた対 応 に つ い て

東証スタンダード・福証：証券コード8596

（２０２６年６月アップデート）
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資本コストや株価を意識した経営の実現に取組む当社の特徴・強み

リースにとどまらない総合金融サービス企業として、成長機会の獲得と企業価値向上を追求

九州を中心とした事業基盤と、多様なソリューションの提供を通じて、地域やステークホルダーとともに成長を目指す

多様な機能を持つ
総合金融サービス企業

リース・ファイナンス・不動産・フィービジネ

ス・環境ビジネス等を組み合わせ、顧客課題

に応じた多面的なソリューションを提供

西日本FH連携を軸とした
案件創出力

西日本フィナンシャルホールディングスとの

連携を通じて顧客接点を広げ、設備投資、不動

産、事業承継等の案件に対する提案力を強化

成長投資と株主還元の
両立

成長領域への投資を進めながら、累進配当・

DOE3%以上の方針により、株主還元の

安定性と資本効率向上を両立

安定的なアセット収益を土台とした
資産回転型のビジネスモデル

収益の源泉となる営業資産を積み上げながら、

収益性・効率性を意識した資産入替を併進し、

ストック・フローの両面から収益成長
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中長期ビジョンと現中期経営計画

2030年中長期ビジョンに基づく、足許３年間の中期経営計画「共創2027 ～つながるチカラで未来を創造する～」を展開

確かな収益基盤の確立

ソリューション強化
環境分野のステージアップ

事業規模の拡大

新たな領域の創造

新たなマーケットへの進出
新たなビジネスへの挑戦

経営基盤強化

未来創造機能の強化 組織体制の強化 人的資本への投資
持続的成長を支える財務戦略 企業価値向上に繋がる資本戦略

西日本FH サプライヤー 顧客企業
ビジネス

パートナー
戦略

パートナー

連携

「共創2027」における成長戦略イメージ 「共創2027」実現に向けた３つの基本戦略

2030年 中長期ビジョン共創2027
つながるチカラで未来を創造する

25.3期 26.3期 27.3期 28.3期 29.3期 30.3期

総合金融サービスを提供する伴走型企業として、
取引先企業の課題解決や社会情勢の変化に対応する

3
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目指す経営指標 （財務・非財務KPIの進捗状況）

• いずれも計画を上回る実績を確保

• ROA、ROEは前倒しで達成、さらなる向上を目指す

• 人材育成投資はKPIを前倒しで達成。育休取得率も100％維持

• 課題は女性管理職比率。キャリア開発支援を継続

財務KPI 非財務KPI

２ 中期経営計画の進捗と今後の戦略

収益成長と並行して、収益性や資本効率の向上を実現する観点から、「当期純利益・ROA・ROE」を財務KPIに設定
あわせて、事業成長を支える人的資本を充実させるべく、４つの非財務KPIを設定し、各施策を推進

足許の進捗は順調。最終年度の今期は、中期経営計画の当初KPIを上回る計画を立て、さらなる向上を目指す

27.3期
今期計画

（5/8開示）

27.3期
中計KPI

2６.3期
実績

25.3期
実績

４２億円40億円39.3億円35.7億円
当期
純利益

1.87％1.75%超1.86%1.81%ROA

9.00％8.00％超8.95%8.68%ROE

27.3期
中計KPI

2６.3期
実績

25.3期
実績

Aランク
70点以上

Bランク
69.9点

Ｃランクエンゲージメント
スコア

エンゲージメント

41時間
（120％）

44.6時間
(131%)

43.6時間
(129%)

研修時間／人
人材育成投資

カッコ内は24.3期対比 97千円
（120％）

116千円
(143%)

115千円
(142%)

研修費用／人

２２％超10.7%１１．５％女性管理職比率ダイバーシティ

100％100％100％男女育休取得率健康経営
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現状分析・評価

中期経営計画の着実な実行を通じて、当期純利益は増益基調で推移。収益成長に伴って、PBR・ROE・PERともに向上

但し、PBRは１倍未満で推移しており、市場期待水準はより高い位置にあると想定され、さらなる改善を目指す必要

特に、PERは同業他社を下回り改善余地が大きい。成長期待の醸成不足や投資家との間の情報の非対称性の存在等が要因と認識

2,127 

5,862 

3,048 
3,569 

3,929 

0.013.026.039.052.065.078.091.0104.0117.0130.0143.0156.0169.0182.0195.0208.0221.0234.0247.0260.0273.0286.0299.0312.0325.0338.0351.0364.0377.0390.0403.0416.0429.0442.0455.0468.0481.0494.0507.0520.0533.0546.0559.0572.0585.0598.0611.0624.0637.0650.0663.0676.0689.0702.0715.0728.0741.0754.0767.0780.0793.0806.0819.0832.0845.0858.0871.0884.0897.0910.0923.0936.0949.0962.0975.0988.01,001.01,014.01,027.01,040.01,053.01,066.01,079.01,092.01,105.01,118.01,131.01,144.01,157.01,170.01,183.01,196.01,209.01,222.01,235.01,248.01,261.01,274.01,287.01,300.01,313.01,326.01,339.01,352.01,365.01,378.01,391.01,404.01,417.01,430.01,443.01,456.01,469.01,482.01,495.01,508.01,521.01,534.01,547.01,560.01,573.01,586.01,599.01,612.01,625.01,638.01,651.01,664.01,677.01,690.01,703.01,716.01,729.01,742.01,755.01,768.01,781.01,794.01,807.01,820.01,833.01,846.01,859.01,872.01,885.01,898.01,911.01,924.01,937.01,950.01,963.01,976.01,989.02,002.02,015.02,028.02,041.02,054.02,067.02,080.02,093.02,106.02,119.02,132.02,145.02,158.02,171.02,184.02,197.02,210.02,223.02,236.02,249.02,262.02,275.02,288.02,301.02,314.02,327.02,340.02,353.02,366.02,379.02,392.02,405.02,418.02,431.02,444.02,457.02,470.02,483.02,496.02,509.02,522.02,535.02,548.02,561.02,574.02,587.02,600.02,613.02,626.02,639.02,652.02,665.02,678.02,691.02,704.02,717.02,730.02,743.02,756.02,769.02,782.02,795.02,808.02,821.02,834.02,847.02,860.02,873.02,886.02,899.02,912.02,925.02,938.02,951.02,964.02,977.02,990.03,003.03,016.03,029.03,042.03,055.03,068.03,081.03,094.03,107.03,120.03,133.03,146.03,159.03,172.03,185.03,198.03,211.03,224.03,237.03,250.03,263.03,276.03,289.03,302.03,315.03,328.03,341.03,354.03,367.03,380.03,393.03,406.03,419.03,432.03,445.03,458.03,471.03,484.03,497.03,510.03,523.03,536.03,549.03,562.03,575.03,588.03,601.03,614.03,627.03,640.03,653.03,666.03,679.03,692.03,705.03,718.03,731.03,744.03,757.03,770.03,783.03,796.03,809.03,822.03,835.03,848.03,861.03,874.03,887.03,900.03,913.03,926.03,939.03,952.03,965.03,978.03,991.04,004.04,017.04,030.04,043.04,056.04,069.04,082.04,095.04,108.04,121.04,134.04,147.04,160.04,173.04,186.04,199.04,212.04,225.04,238.04,251.04,264.04,277.04,290.04,303.04,316.04,329.04,342.04,355.04,368.04,381.04,394.04,407.04,420.04,433.04,446.04,459.04,472.04,485.04,498.04,511.04,524.04,537.04,550.04,563.04,576.04,589.04,602.04,615.04,628.04,641.04,654.04,667.04,680.04,693.04,706.04,719.04,732.04,745.04,758.04,771.04,784.04,797.04,810.04,823.04,836.04,849.04,862.04,875.04,888.04,901.04,914.04,927.04,940.04,953.04,966.04,979.04,992.05,005.05,018.05,031.05,044.05,057.05,070.05,083.05,096.05,109.05,122.05,135.05,148.05,161.05,174.05,187.05,200.05,213.05,226.05,239.05,252.05,265.05,278.05,291.05,304.05,317.05,330.05,343.05,356.05,369.05,382.05,395.05,408.05,421.05,434.05,447.05,460.05,473.05,486.05,499.05,512.05,525.05,538.05,551.05,564.05,577.05,590.05,603.05,616.05,629.05,642.05,655.05,668.05,681.05,694.05,707.05,720.05,733.05,746.05,759.05,772.05,785.05,798.05,811.05,824.05,837.05,850.05,863.05,876.05,889.05,902.05,915.05,928.05,941.05,954.05,967.05,980.05,993.06,006.06,019.06,032.06,045.06,058.06,071.06,084.06,097.06,110.06,123.06,136.06,149.06,162.06,175.06,188.06,201.06,214.06,227.06,240.06,253.06,266.06,279.06,292.06,305.06,318.06,331.06,344.06,357.06,370.06,383.06,396.06,409.06,422.06,435.06,448.06,461.06,474.06,487.06,500.0

22.3期 23.3期 24.3期 25.3期 26.3期

当期純利益 （百万円）

0.40
0.53

0.85

0.54

0.68

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

22.3期 23.3期 24.3期 25.3期 26.3期

PBR （倍）

6.25

3.37

11.21

6.39
7.83

0.0
0.2
0.4
0.6
0.8
1.0
1.2
1.4
1.6
1.8
2.0
2.2
2.4
2.6
2.8
3.0
3.2
3.4
3.6
3.8
4.0
4.2
4.4
4.6
4.8
5.0
5.2
5.4
5.6
5.8
6.0
6.2
6.4
6.6
6.8
7.0
7.2
7.4
7.6
7.8
8.0
8.2
8.4
8.6
8.8
9.0
9.2
9.4
9.6
9.8

10.0
10.2
10.4
10.6
10.8
11.0
11.2
11.4
11.6
11.8
12.0
12.2
12.4
12.6
12.8
13.0
13.2
13.4
13.6
13.8
14.0
14.2
14.4
14.6
14.8
15.0
15.2
15.4
15.6
15.8
16.0

22.3期 23.3期 24.3期 25.3期 26.3期

PER （倍）

6.52

16.54

7.88 8.68
8.95

4.93 4.86
5.85

7.05

8.54

3.0

3.2

3.4

3.6
3.8

4.0

4.2

4.4

4.6

4.8

5.0

5.2
5.4

5.6

5.8

6.0

6.2

6.4

6.6
6.8

7.0

7.2

7.4

7.6

7.8

8.0

8.2
8.4

8.6

8.8

9.0

9.2

9.4

9.6

9.8
10.0

10.2

10.4

10.6

10.8

11.0

11.2
11.4

11.6

11.8

12.0

12.2

12.4

12.6

12.8
13.0

13.2

13.4

13.6

13.8

14.0

14.2
14.4

14.6

14.8

15.0

15.2

15.4

15.6

15.8
16.0

16.2

16.4

16.6

16.8

17.0

22.3期 23.3期 24.3期 25.3期 26.3期

ROE 株主資本コスト

（CAPMベース）

ROE （％） / 株主資本コスト （％）

同業他社ROE
7～10％程度

市場期待水準
株主資本コスト
13％前後想定

同業他社PER
8～12倍程度

同業他社PBR
0.60～1.10

倍程度

（※ 7.26）

（※ 8.07）

※ 影響が大きい一過性収益（有価
証券売却等）除いた修正値

※ 影響が大きい一過性収益（有価
証券売却等）除いた修正値

（※ 2,450）

※ 影響が大きい一過性収益（有価
証券売却等）除いた修正値
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参考 ： 当社株価の推移

前中計期間からの持続的な収益成長の実現、西日本FHとの資本・業務提携、株主還元方針の見直し等の諸施策実行を通じて、
当社株価は着実に向上。2023年以降は、TOPIXの伸び率を上回って堅調に推移

50

100

150

200

250

2021年3月 2022年3月 2023年3月 2024年3月 2025年3月 2026年3月

当社株価 TOPIX

株価の推移 （2021/3/31を100として指数化）

当社
196

TOPIX
179

前中計期間
（2021/4～2024/3）

現中計期間
（2024/4～2027/3）

2025/5
株主還元方針の

見直し

2022/10
西日本フィナンシャル
ホールディングスの
持分法適用会社化

6
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「資本コストや株価を意識した経営」の実践に向けた対応方針

当社のPBR改善に向けては、さらなる収益力強化や資本効率改善によるROE向上、資本市場との積極的なコミュニケーションを
通じたPER向上が、課題であると認識

持続的成長の実現に加えて、積極的なIRから当社への理解促進を図り、成長と期待の好循環を生み出すことでPBR改善を目指す

PBR 1.0倍超の
安定的実現

企業価値向上

ROEの向上

収益力強化

ALMに基づく資産・負債の総合管理徹底

• 営業資産拡大と利回り向上の相乗による収益成長
• 西日本FH連携によるグループソリューション強化

政策保有株式の縮減

PERの向上

コーポレートガバナンス強化

成長分野への積極投資（九州・半導体、環境関連）

ROAの向上

財務レバレッジの
最適化

成長期待の醸成

27/3期当初目標
（中計KPI）
： 8.0％超

今期計画： 9.0％

27/3期当初目標（中計KPI）
： 1.75％超

今期計画： 1.87％

株主資本コストの
低減

株主還元の充実を通じた資本効率改善

事業ポートフォリオ変革

DX・AI活用等による
業務改革・効率化加速

リスクマネジメントの高度化

非財務情報を含む情報開示の充実
（人的資本・サステナビリティ等）

IR活動強化、対話内容の経営へのフィードバック

• 資産回転型ビジネスモデル推進
• M&A等のインオーガニック戦略

• ミドルオフィス機能の構築
• AI活用前提の業務フロー改革

7
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27/3期の事業戦略および損益予想・配当予想

27.3期は、中東情勢の影響や金利上昇によるコスト増加が想定されるが、営業資産拡大と利回り向上による基礎収益の伸長を
継続するとともに、資産入替によるフロー収益の確保にも取組み、中計KPIを上回る成果の獲得を目指す

累進配当かつDOE3.0％以上の株主還元方針に沿って配当予定。27.3期予想まで含めて８期連続での増配となる見込み

収益力強化と資本効率の改善の両面から事業戦略を展開し、ROEの向上を目指す

14.0 15.0 16.5 
18.5 

25.5 
30.0 

53.0 

58.0 
62.0 

1.3% 1.3% 1.3% 1.4%

1.6%

1.8%

3.0%
3.1% 3.1%

0.0%

0.5%

1.0%

1.5%

2.0%

2.5%

3.0%

3.5%

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

19.3期 20.3期 21.3期 22.3期 23.3期 24.3期 25.3期 26.3期 27.3期

予想

年間配当（円）

DOE（％）

株主還元方針を変更
累進配当方針を明記し
DOE3%以上を配当

配当実績・今期予想業績推移・今期予想

2,275 2,376 

1,860 
2,127 

5,862 

3,048 
3,569 

3,929 

4,200 

1.64% 1.67%
1.28% 1.34% 3.40% 1.65% 1.81% 1.86% 1.87%

8.27% 8.29%

6.08%
6.52%

16.54%

7.88%

8.68%
8.95%

9.00%

0.00%

2.00%

4.00%

6.00%

8.00%

10.00%

12.00%

14.00%

16.00%
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4,000
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6,000

7,000
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19.3期 20.3期 21.3期 22.3期 23.3期 24.3期 25.3期 26.3期 27.3期

予想

当期純利益（百万円）

ROA（％）

ROE（％）
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資本市場との対話について

事業成長を図ると同時に、IR活動の強化を通じて当社の取組みを積極的にアピール
資本市場との建設的な対話を活用しながら経営の高度化を図り、企業価値向上へつなげる

主な対応者現中計期間中の実施状況対話機会

代表取締役社長、
IR担当役員

年２回の開催
（リアル/Web配信のハイブリッド）

決算説明会

代表取締役社長、
IR担当役員

年２回の開催（福岡/東京)
（リアル/Web配信のハイブリッド）

個人投資家向け
会社説明会

IR担当部署
（総合企画部）

年20～30回の面談実施
機関投資家・アナリスト

個別ミーティング

総合企画部が窓口となり
人事部・総務部等と連携し対応

書面・電話応対含め年15～20件程度個別問い合わせ対応

国内/バイサイド
28回

海外/バイサイド
９回

国内/セルサイド
８回

現中計期間中
累計 45回

機関投資家・アナリストとの
個別ミーティング相手の内訳

New!

• 2025年11月、12月に個人投資家さま向けの会社説明会を福岡・東京にて開催
Web配信を活用し、全国の投資家さまを対象に延べ2,100名超の方がご参加

• 2026年度以降も継続的に実施し、当社認知の定着や新規投資家の開拓等の効果拡大を図る
成長期待の醸成や、知名度の向上、情報の非対称性解消に取組むことで、PER向上へつなげる

《投資家からのご意見・ご質問》

累進配当とDOEの還元方針は高評価
配当利回りも高く、投資を検討

九州の半導体需要を踏まえた成長戦
略を詳しく知りたい

独自の強みや、他のリース会社との違
いがよく分からなかった

《当社対応状況》

決算説明資料を全面アップデート
冒頭で当社の特徴を説明し、新規投資家が
理解しやすい構成・デザインへ修正

外部環境踏まえた機会とリスクを整理し、
成長戦略を説明

次回、説明会開催時には他社比較を織り交
ぜた説明シナリオへ見直し検討

株主・投資家の皆さまとの
積極的な対話からIRを高度化

当社グループの成長性や将来性に
期待を持っていただけるよう

ブラッシュアップを継続

• 個別ミーティング内容は適宜、経営会議・取締役会へ報告
経営へのフィードバックを行いながら社内議論を深化
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株式会社九州リースサービス 総合企画部

TEL 092-431-2915

ホームページ https://www.k-lease.co.jp/

• 本資料に掲載されている業績見通し、その他今後の予測・戦略等に関わる情報は、現時点
で入手可能な情報と合理的であると判断する一定の前提に基づき当社が予測したもので
す。実際の業績は、様々なリスク要因や不確実な要素により、業績見通しと大きく異なる
可能性があります。

• 本資料中の情報によって生じた影響や損害については、当社は一切責任を負いません。
• なお、いかなる目的であれ、本資料を無断で複写複製、または転載等を行わないようにお

願いいたします。

お問い合わせ先

本資料の注意点
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